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~被災動物の包括的線量評価事業における現状報告~ 

1東北大 加齢医学研究所、2東北大院 理学研究科、3宮城大院 食産業学研究科、
4東北大 高等教育開発推進センター、5山形大院 理工学研究科、6新潟大院  

自然科学研究科、7東北大院 歯学研究科、8東北大院 農学研究科 
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http://www2.idac.tohoku.ac.jp/hisaidoubutsu/ 

http://www2.idac.tohoku.ac.jp/hisaidoubutsu/


活動風景 
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活動風景 

5 



6 

茨城大学 

日本獣医生命科学大学 

血漿の生化学検査 

事業の分担機関 



          サンプリング頭数（２０１３年１１月１日現在） 
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ブタ累計 

サル累計 

イノシシ累計 

ウマ累計 
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家畜への影響 

 警戒区域内ウシの解析結果 

 警戒区域内ブタの解析結果 

 

野生動物への影響 

 現状報告 



警戒区域内牛の解析結果 

警戒区域内に取り残されたウシにおける人口放射性物質の 
体内分布解析 

警戒区域内のウシ精巣への影響解析 

9 



警戒区域内牛からのサンプリングの概要 

文部科学省 第6次航空機モニタリングの 
測定結果資料より引用、改変 

・サンプリング期間 

2011年8月29日～ 
  2011年11月15日 

10 

・サンプリング場所 

南相馬市・・・27頭 
  川内村  ・・・52頭 

・性別、年齢 

成牛・雌・・・63頭 
      （妊娠3頭） 
 
仔牛・雄・・・10頭 
仔牛・雌・・・3頭 
（生後6か月までの牛） 



Ge検出器による放射性物質の検出 
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  Cs-134 (Bq/Kg) Cs-137 (Bq/Kg) Ag-110m (Bq/Kg) Te-129m (Bq/Kg) 

  mean ±SD num mean ±SD num mean ±SD num mean ±SD num 

最長筋 592 398 48 611 416 48 ND ND 

大腿筋 637 420 38 665 442 38 ND ND 

咬筋 579 359 19 606 373 19 ND ND 

首筋 549 300 6 568 327 6 ND ND 

横隔膜 272 206 12 289 233 12 ND ND 

舌 584 310 17 619 334 17 ND ND 

心臓 301 176 30 311 187 30 ND ND 

肝臓 198 145 47 207 154 47 177 176 47/47 ND 

腎臓 344 249 29 361 264 29 ND 7,000 6,000 18/29 

肺 272 186 35 273 183 35 ND ND 

脾臓 182 98 20 190 106 20 ND ND 

甲状腺 200 231 8 192 207 8 ND ND 

顎下腺 162 101 11 178 114 11 ND ND 

乳腺 54 60 3 54 55 3 ND ND 

子宮 128 114 6 143 125 6 ND ND 

膀胱 185 80 5 210 94 5 ND ND 

脳 119 36 3 123 38 3 ND ND 

眼 103 55 11 110 62 11 ND ND 

血液 24 20 51 25 19 51 5.2 3.7 5/51 ND 



Ge検出器による放射性物質の検出 
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肝臓特異的に放射性銀
の、腎臓特異的に放射
性テルルの蓄積がみら
れた 

警戒区域内の牛各臓器
から検出できた放射性物
質はCs-134、Cs-137、Ag-
110m、Te-129m 



警戒区域内ウシの各部位と血液のCs-137相関 
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Plot1・・・原発事故後も牛舎内飼育、非汚染飼料給与 
Plot2,3・・・離れ牛 

臓器、筋肉のCs-137濃

度は血液濃度と高い相
関を持つ 

2011年3月15日 



ウシ200頭分の各部位と血液のCs-137相関 
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Blood Cs137(Bq/kg) 

Skeletal muscle
Heart
Kidney
Lung
Urinary bladder
Liver
Thyroid gland

骨格筋 
心臓 
腎臓 
肺 
膀胱 
肝臓 
甲状腺 

牛におけるCs-137移行は筋肉が最も高く（約20倍）、
腎臓、膀胱、心臓、肺、肝臓、甲状腺の順に低くなる 



母牛と仔牛・胎仔の放射能濃度比較 
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母牛に比べて仔牛は1.5倍、胎仔は1.2倍放射能濃度が高い 



精子形成、精巣への影響 

16 
http://fukushima-diary.com/ 

ウシ2 
採取日：2012.1.24 (315 days) 
空間線量率: 2 μSv/h 
土壌放射能濃度 : 
134Cs 100 kBq/m2 and 137Cs 110 kBq/m2 

ウシ1 
採取日：2011.9.27 (196 days) 
空間線量率: 0.5 μSv/h 
土壌放射能濃度 : 
134Cs 230 kBq/m2 and 137Cs 240 kBq/m2 



精子形成、精巣への影響 
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精子形態に異常はみられない 



精子形成、精巣への影響 
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コントロール牛 

警戒区域内牛 

精細管に異常はみられず、精巣内の精原細胞数、精母細胞数、精
細胞、精子数にも異常はみられない 



まとめ-1 
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1.  警戒区域内ウシの各臓器における放射性物質の蓄積量を解析 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Cs-134、Cs-137、Ag-110m、Te-129mを検出 

肝臓特異的に放射性銀の、腎臓特異的に放射性テルルの蓄積が
みられた 
 
 
臓器、筋肉のCs-137濃度は血液濃度と高い相関を持つ 
ウシにおけるCs-137移行は筋肉が最も高く（約20倍）、腎臓、膀胱、
心臓、肺、肝臓、甲状腺の順に低くなる 
 
 
母牛に比べて仔牛は1.5倍、胎仔は1.2倍放射能濃度が高い 
 

電子線マイクロアナライザーを用いた詳細な解析 

低濃度の蓄積のみを抽出した解析 

頭数を増やしての解析、母乳の解析 



まとめ-1 
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2.  警戒区域内ウシの各臓器における放射性物質の蓄積量を解析 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

精子形態に異常はみられない 

精細管に異常はみられず、精巣内の精原細胞数、精母細胞数、精
細胞、精子数にも異常はみられない 

次世代への影響解析 
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家畜への影響 

 警戒区域内ウシの解析結果 

 警戒区域内ブタの解析結果 

 

野生動物への影響 

 現状報告 



警戒区域内ブタからのサンプリングの概要 
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10 mSv/h以上 
（2012年1月） 

汚染飼料給与 非汚染飼料給与 

2011年3月 2012年1月8日 

1月18日 
8頭 

1月25日 
14頭 

2月2日 
16頭 

2月16日 
6頭 

3月7日 
5頭 

警戒区域内養豚場 

1. 各臓器における放射性物質の
蓄積量を解析 

2. 各臓器における137Csの生物学
的半減期の解析 



放射性物質の濃度を測定した部位及び頭数 
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頭数 1月18日 1月25日 2月2日 2月16日 3月7日 計 
血液 8 14 16 6 5 49 

最長筋 6 11 4 4 4 29 
大腿四頭筋 6 12 6 5 5 34 
心臓 7 11 7 5 4 34 
腎臓 5 6 6 2 2 21 
肺 2 4 6 4 4 20 
膀胱 3 1 2 1 3 10 
脾臓 3 6 4 5 2 20 
舌 8 6 7 6 3 30 
咬筋 8 6 8 6 2 30 
肝臓 3 7 2 2 1 16 
安楽殺頭数 12 14 27 8 5 66 

明らかなピークを示した核種は放射性セシウムのみ 



まとめ-2 
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1. 各臓器における放射性物質の蓄積量を解析 
 
 
 
 
 
 
 

2. 各臓器における放射性核種の生物学的半減期の解析 
 
 

明らかなピークを示した核種は放射性セシウムのみ 
ブタの血中137Cs濃度はウシに比べて100倍高い 
ブタにおける血液から各臓器への137Cs移行は、ウシに比べて低い 

ブタの臓器・血液中の137Csの生物学的半減期は約20日 

動物種によって放射性物質の動態は異なる 

汚染ブタからの放射性物質の排泄は早い 



まとめ-2 
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様々な動物における各臓器間の放射性物質蓄積 
 

Cs-137 ヒツジ 
Bq/Kg 子羊 雌羊 
筋肉 12 ±2.4 9.5±1.81 

肝臓 6.6 ±2.28 11±1.5 
肺 6.6 ±2.40 6.8 ±1.4 

腎臓 44 ±16.2 48 ±17.7 

イギリスの放牧されたヒツジの各部位におけるCs-137
の蓄積（セラフィールド由来） 
N.A. Beresford et al, J Environ Radioact, 98(1-2), 36-49, 
2007より数値のみ引用 

腎臓における蓄積が最も高い 



まとめ-2 
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様々な動物における各臓器間の放射性物質蓄積 
 

フィンランドのトナカイの各部位におけるCs-137の蓄積 
（チェルノブイリ事故由来） 
Rissanen K  et  al, Rangifer  10 (2), 57-66, 1990より引用 
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家畜への影響 

 警戒区域内ウシの解析結果 

 警戒区域内ブタの解析結果 

 

野生動物への影響 

 現状報告 



野生動物への影響 ニホンザル 
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ニホンザル 

猟友会 

駆除対象 

駆除 

サル死体持ち込み 
東北大学 

サル死体提供 
南相馬市 

解剖 

・放射能濃度測定 
・病理解析 
・分子生物学的解析 
etc… 

測定結果 
（モモ肉、肝臓） 

猟友会が捕殺し、南相馬市に持ち込まれたサル死体を提供していただき、東北大学で解
剖後様々な解析を行う。 

解剖時のモモ肉（大腿筋）、肝臓の放射能濃度測定結果を南相馬市へ報告する。 
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ご清聴ありがとうございました 


